
証拠データ（エビデンス） 

危険率５％で有
意の差がある 
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茶カテキンによるダイエット効果 

１％の危険
率で有意 
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特定保健用食品は5％以下の危
険率で効果が証明されている 

35 



36 



A      B        2群（AとB）のデータの重なりが 

                小さいので、2群のデータに有 

                意差がある 

A    B           2群（AとB）のデータの重なりが 

 

                 大きいので、2群のデータに有 

 

                 意差がない 

2群のデータ間の有意差の検定 

特定保健用食品では、重なりが５％以下、条件付特定保健用
食品では10％以下 37 



      条件付き特定保健用食品 

 

  関与成分    保健の用途 

 

 豆鼓エキス 

 

中性脂肪が高めの方に適して
いる可能性ある食品です。 
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区分 関与成分 1日摂取
目安量 

保健の用途 

食物繊維 難消化性デキストリン 

ポリデキストロース 

グアーガム分解物 

3~8g 

7~8g 

5~12g 

お腹の調子を整える 

オリゴ糖 大豆オリゴ糖 

フラクトオリゴ糖 

乳果オリゴ糖 

ガラクトオリゴ糖 

キシロオリゴ糖 

イソマルトオリゴ糖 

2~6g 

3~8g 

2~8g 

2~5g 

1~3g 

10g 

ビフィズス菌を増やし、腸内
の環境を良好に保つので、
お腹の調子を整える 

食物繊維 難消化性デキストリン 4~6g 糖の吸収をおだやかにす
るので、食後の血糖値の上
昇が気になる方に適す 

       規格基準型特定保健用食品 
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  疾病リスク低減表示特定保健用食品 

関与成分 1日摂取目安量 保健の用途 

 

カルシウム 

 

300~700mg 

若い女性が健全な骨の健康を維
持し、歳をとってからの骨そしょう
症になるリスクを低減するかもし
れません 

 

葉酸 

 

400~1000μg 

 

女性にとって、二分脊椎などの
神経管閉鎖障害を持つ子どもが
生れるリスクを低減するかもしれ
ません 
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関与成分 

保健の用途 
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ヒト試験における被験者の選択指針 

43 



特定保健用食品の本質 

 

□ トクホは疾病を改善するものではない。 

    例  「血圧を下げる」                × 

       「血圧が高めの方に向いた食品です」   ○ 

□ 試験データは、半健康人の結果 

      ＝病気のヒト向けではない。 

      ＝健常者では効果が実証されていない。 

□ 試験データは、長期間摂取の結果 

      ＝1回食べただけでは効かない。 
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消費者委員会による健康食品についてのアン
ケート調査 
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